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2026年の住宅市場は、制度改革の継続と生活者ニーズの大きな変化
が重なる、展望の難しい年になります。
住宅ローン減税の見直し、省エネ政策の強化、レジリエンスを重視
した住宅評価の広がりなど、住宅を取り巻く制度・政策は今後も
アップデートが続く見込みです。さらに、高齢化の進行に伴う在宅
介護・在宅医療の拡大、安心・快適性を求める住まいへの需要増な
ど、生活者側の価値観も大きく変わっています。
本セミナーでは、年初に必ず押さえておきたい2026年の市場展望と
制度動向を整理したうえで、今後主役となる「高齢化時代の住宅戦
略」を、設計・仕様・営業提案のポイントを交えながら具体的に解
説します。
住宅会社が今年注力すべきテーマを明確にし、実務に直結する視点
をお届けします。



2026年の住宅市場展望



2026年10月より省エネ計算方法一本化
省エネ適判・・線熱貫流率の土間床外周部等の
基準改正により一本化に改正事前に任意評定取
・グループでも対応可

国土交通省
・省エネ適判の実務ルール整備
・住宅性能の評価基盤づくり

経済産業省
・設備中心から建物全体のエネルギー管理へ
・産業側のGX推進

環境省
・家庭部門CO2削減の実装
・脱炭素住宅の標準化

住宅産業界の販売改革時代

・新築住宅商品 規格化 GX-ZEH
・エネルギーリフォーム・省エネ設備機器
・家電・家具・照明・ファブリック等提案
・ライフスタイル提案

次世代エアコン販売 新エアコン・給湯器次世代給湯器販売

断熱等級８・９新設へ
新たな住宅スタイルデザイン
新たな金融システム・商品開発が重
要
ペアーローン・残価設定・等

BIM×EBPMによる本格的政策運用
デジタルツイン 仮想空間上で建築・不動産データが集約される

2030年2026年 2028年 2029年2027年

2029年春からBIMモデル（IFCデータ）
そのものを審査対象とする

「BIMデータ審査」へ移行する予定

2026年4月1日から日本の建築確認申請において
「BIM図面審査」という新制度が運用開始

省エネ施策×DX（デジタルトランスフォーメーション）



2030年2026年 2028年 2029年2027年

2030年以降の事業形態へ

・業務改革・DX推進
・配送価格設定・配送ルール設定
・営業改革・工場業務の整理 他
・プレカット＋施工＋α
・確認申請・計算・各種サポート

次世代住宅性能時代へ突入
GX-ZEHは2040年~2050年の新築標準

ストック平均ZEHに向けて・・・
リフォームも省エネ性能向上を強化

事業改革
・事業モデル転換の方向
・第二の収益軸
（ストック伴走）
・GX・レジリエンス領域
・DX・データ活用
・人材・施工体制
・生活サービス連携
・推進基盤

住生活産業界は2030年までに更に変化する

事業ビジョン
時代が変わる・事業転換期

事業改革・業務改革
ターニングポイント

社内改革
・組織の再設計
・人材戦略
次世代・女性が活躍

・業務プロセス改革
・デジタル基盤
・営業・提案力
・収益構造の転換
・働き方と文化
・リスクマネジメント



分野 キーワード 要旨 位置づけ

法規制 各種法規制の変化と今後 すべての前提条件

省エネ施策
省エネ基準

GX ZEH
GX ZEH-M

⚫ 義務化・基準強化により
「対応できない＝商品として成立しにくい」

⚫ 建築基準法改正、省エネ基準強化
⚫ 省エネ適判・計算一本化などが同時進行
⚫ 省エネ・性能が融資評価に影響

法規制と直結

コスト
コスト高騰・

物価高
⚫ 原材料・人件費は構造的に下がらない
⚫ エネルギー課題もある

他で工夫が必要



分野 キーワード 要旨 位置づけ

人材 人材不足
⚫ 職人・設計・営業すべてで慢性的不足
⚫ 少子高齢化・生産年齢人口の減少
⚫ 低賃金による異業種への人材流出

法規制対応を難しく
する要因

業務 業務改革

⚫ 工務店の業務フロー（営業面）
⚫ 流通店の業務フロー（属人化脱却）
⚫ ビルダーの業務フロー（人材配置最適化）
⚫ イベントの改革・集客の改革

人材不足への現実解
ゴーイングコンサー
ン
持続可能な事業運営

事業連携 異業種連携
⚫ 銀行・不動産・商工会・異業種
⚫ キックバック制度・営業代行

自社完結からの脱却



分野 キーワード 要旨 位置づけ

AI/DX AI・DX活用

⚫ 使用ではなく、活用
⚫ 基本設計の考え方は、使う人材のスキル
⚫ 人の代替ではなく省力化・判断補助
⚫ 集客・営業面における最適化
⚫ AI検索で選ばれるブランディング



分野 キーワード 要旨 位置づけ

商品 住宅商品開発

⚫ 性能・規格前提の商品設計が必要
⚫ 確認申請・設計面での対応が必要
⚫ 将来の性能値を見据えて開発
⚫ 在宅医療・在宅介護を見据えた設計
⚫ レジリエンス機能・防災・減災の観点

法規制と未来性を
織り込んだ開発

リフォーム
ビジネス

リフォーム
提案の変化

⚫ 修繕中心から性能・価値向上型へ
⚫ 居住用以外での提案が必要
⚫ 大手家電・ホームセンターとの差別化

地場ブランディング
差別化提案の強化

ストック
ビジネス

⚫ 売り切り型から継続収益型へ
⚫ 集合住宅（建て替え需要）
⚫ 相続時に発生する工事（イベント改革連携）
⚫ 空き家利活用の提案強化（AI検索・イベン
ト）

新しい需要

非住宅
⚫ 住宅一本足はリスクが高い
⚫ オフィス・店舗系・ビル・事務所・工場
⚫ 外観リノベ

法規制影響の分散



人材不足の対応方法

大工・職人

事務関連

ＩＴ人材

営業マン

設計・ＩＣ人材

改革人材

多能工・人工代が高い外部を使えるように商品・販売の改革

DX／AIの活用・指示系統の整理・会議手法や時間の改革

DX関連研修・デジタル情報から戦略の構築・スキルアップ

異業種パートナーシップ・代行・DX/AI・紹介制度・ブランディング

商品開発・規格化・外部設計時のルール・在宅医療介護系の設計知識

外部コンサルタント

電気配線図・設計基本



・仕事量の波が激しい・単発発注・スポット依頼が多い
・情報が個別・属人化している・エリアを越えた調整役がいない課題

地方では「大工がいない」と言われている 一方で、都市部に流れてくる職人たち

本当に“職人そのもの”が不足しているのか？ 職人は「消えた」のではなく「移動している」



職人が都市部に流れる理由は、
単純に「仕事と売上が見合う」から

地方に必要なのは、賃金を上げるか、継続的
に仕事を供給し、結果として稼げる構造をつ
くること

そのためには、安く売る前提の販売から脱し、
高くても選ばれる商品・伝え方へと発想を転
換する必要がある

もう一つ重要なのは、
誰かが取りまとめ役となり、工事を継続的に
回し続ける体制をつくること。

工務店同士のネットワークでもよいし、
本来は流通店が担えれば、最も合理的な形に
なる

問題は「やるかどうか」ではなく、「やり方
を理解しているかどうか」

販売の在り方を変える 職人ネットワークを構築する

人材不足を解消するには大きく２つの行動が必要となる



2025-26 2027-29 2030 2035 2040 2050

温室効果
ガス削減
目標

2021年：20％削減
2023年：27.1％削減

5年間で毎年4％
（2013年比）
削減目標

46％
（2013年比）

60％
（2013年比）

73％
（2013年比）

100％
（2013年比）

省エネ基準
改正

省エネ適判計算方法
一本化（2026.10~）

GX ZEH（2027.04~）
GXZEH-M（2027.04~）
BIM確認申請（2026~）

省エネ基準
改正

新築住宅
ZEH水準

省エネ基準
改正

リフォーム
関連

省エネ性能
向上

省エネ基準
改正

2050年に
向けて
更なる

省エネ向上

脱炭素社会

カーボン
ニュートラル

温室効果ガス削減目標ステップ



観点 ZEHで具体的に何が起きるか 事業としての意味

ZEHの必要性
断熱性能・設備仕様が
将来の最低基準に近づく

法改正や基準強化があっても「性能不足物件」に
なりにくい
・断熱性能
・省エネ性能
・設備水準

資産価値 省エネ性能が数値で説明できる
売却・借換時に「性能が低いから評価が下がる」
リスクを抑えられる

建物の寿命評価 エネルギー性能の劣化が起きにくい
築年数だけで判断されにくく、
長く使う前提で評価される

金融評価 環境性能が金融機関の評価項目に入る ESG・グリーン融資の対象になりやすくなる

融資期間 長期返済を前提にした融資が組みやすい 月々の返済額を抑え、事業収支を安定させやすい

家賃設定 光熱費が低いことを根拠に提示できる 家賃維持・家賃上乗せの説明が論理的にできる

ZEHが「事業性」に与える影響 整理表



項目 ZEH ゼロエミ

目的
年間の一次エネルギー消費量を
実質ゼロにする

CO2排出量を実質ゼロにする

評価の軸 エネルギー CO2

主な評価指標 断熱性能・設備効率・創エネ量
排出係数・再エネ比率
非化石エネルギー

基本的な考え方
使うエネルギーを減らし、
創って相殺する

CO2を出さない、または相殺する

CO2は直接評価対象か 直接は評価されない 直接評価される

制度・補助金との関係 現行制度・補助金の中心 将来的な評価軸

位置づけ 手段 ゴール（ビジョン感で説明）

対象範囲 主に建物単体 建物＋電力＋地域・社会全体

成立する代表例 高断熱＋高効率設備＋太陽光 再エネ電力100％利用

ZEH と ゼロエミの関係性 比較表



販売にかかる住生活業界の変化と予測

AI標準
在宅医療
在宅介護

   設計基準
リフォーム省エネ改正

ストック市場

IoT住宅・健康

新技術
新商材
性能向上

BIM

金融
  災害対策
脱炭素
DX・AI

レジリエンス

2027～2022～

所得・資産 デジタル革命

2030～

• コロナ
• ウッドショック
• ロシアウクライナ侵攻

• 建築基準法改正
• 国土形成計画・利用計画
• 省エネ計算一本化

IT
WEB
SNS

家具
インテリア
モノからコトへ

構造・設計
技術

省エネ基準

2010～ 2014～ 2017～

design省エネ基準 ライフスタイル

• 不動産資産価値に変化
• DXロードマップ×不動産ID



ゲームチェンジ

住宅価値向上

不動産価値向上

住宅商品
リフォームメニュー
リノベーション提案

資産活用提案
金融提案

GXZEHパッケージ
施工

デザイン

消費者向けイベント
集客・追客

市場整備 必要要素 販売対策項目

• 省エネ基準適合義務化
• 4号特例の見直し
• 省エネ性能表示制度
• リフォーム建築確認申請

• 不動産相続登記義務化
• 所有者不明土地管理制度
• 相続土地国庫帰属制度
• 不動産ID

高齢化・健康社会

• 2042年まで高齢化率上昇
• 医療従事者減少
• 介護人材減少
• 介護施設ではなく、機能力減少

バリアフリー
不動産の流動性

相続対策

設計基準
断熱基準



高齢化時代の住宅戦略
在宅介護・在宅医療



・国土交通省、環境省、厚生労働省等の各省庁の法規制・法改正をまとめたパネル作成
・住生活産業界のトレンドをまとめたレポートの作成
・在宅介護・在宅医療を見据えた家づくりについての講演・セミナー

実
績

都内の病院にて、看護師としてICU（集中治療室）で主に救急医療に携わる
コロナ禍には感染症病棟にも従事。その後、清水英雄事務所㈱入社

経
歴

医療・介護の現場での経験を活かし、安心して
「帰れる家」をテーマに、住環境のあり方を根本
から見直す。

看護師としてICU（集中治療室）や感染症病棟で
救急医療に従事。退院後も安心して暮らせる住ま
いの重要性を実感し、住生活産業のフィールドに
転身。住宅・福祉・医療の接点を見据えたコンサ
ルティングや情報発信に取り組む。

省庁法改正のパネル作成、業界トレンドのレポー
ト執筆、講演活動を通じて、医療・介護と住宅を
つなぐ架け橋となっている。

Kazuhito Yamamoto

ディレクター

山本知史
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在宅介護・在宅医療の必要性
～昨今の少子高齢化問題について～



2025年9月1日時点の住民基
本台帳に基づく100歳以上の
高齢者の数は、前年より4644
人増加し、9万9763人

100歳以上人口の増加は…

55年連続

「人生100年時代」日本は今後、必ず超高齢化社会へ向かう

出典：公益財団法人ニッポンドットコム



出典：国土交通省

少子高齢化の進行＝マーケットの変化

今までと同じ事業は通用しない時代へ



2025年問題の弊害… 2035年、高齢者を取り巻く環境



介護人材・介護施設が足りない？

出典：厚生労働省

介護

人材

介護

施設

人材不足が深刻・・・介護供給が追い付かない！

2026年の介護人材不足は25万人（下図）

施設不足+人材不足＝受け入れられる施設が少ない



国は『住み慣れた地域・自宅で暮らし続ける』社会を目指している

日本の高齢化のピークは

2042年ごろと予測

在宅医療・介護はこれからの

ビジネスチャンス

「住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスを受けながら、
自宅で自分らしく暮らし続けられる社会を目指す」

厚生労働省：「地域包括ケアシステム」より

「高齢者のための仕組み」ではなく、
“誰もが老いていく前提でつくられる住まいと地域の設計思想”



在宅介護・在宅医療のニーズは？



人生の最期を迎えたい場所とは？

最期を迎えたい場所

出典：日本財団

人生の最期を迎えたい場所として、58.8%の方が「自宅」を選択

人生の最期をどこで迎えたいかを考える際、当事者は「家族の負担にならないこと」を重視

「本当は自宅で最期を迎えたい」と考える方が実は多い

（親）人生の最期をどこで迎えたいかを考える際に、重要だと思うこと

（子）親の最期をどこで迎えたいかを考える際に、重要だと思うこと



多くの国民が「自宅」での療養を望んでいる

在宅介護・医療のニーズは非常に高い

出典：厚生労働省「在宅医療・介護の推進について」より抜粋



電気の問題と
「住みながら備える」設計視点



在宅介護・在宅医療における電気の問題

電動ベッド等が停電によって使用できないと、在宅介護の継続は難しい

介護する側・される側、双方の負担大

在宅医療では生命維持に直結する医療機器が使用される

太陽光発電や蓄電池等の「レジリエンス設備」
も一緒に提案することが重要！

在宅介護・医療には、電気が必須



EIA(米国エネルギー省エネルギー情報局)による長期予測を見ると・・・

2050年まで値上がりが続いて行くと予測

2050年までの燃料価格の長期的な見通し

燃料価格上昇＝電気代へ大きな影響

天然ガスと石炭による火力発電は、日本の電源構成の大半を占めている

今後も電気料金の値上がりは避けられない



◼近年注目されている健康寿命
健康上の問題がなく日常生活を送れる期間

健康寿命を延ばす為には「予防医療」の視点を取り入れた住環境の整備が重要

◼安心して生活できる室内環境
・断熱性能の向上

冬場の室温低下によるヒートショック、夏場の室温上昇による熱中症のリスク軽減

・IoT技術を活用した健康管理
ウェアラブルデバイスや室内センサーにより、日々の健康状態を可視化

異常の早期発見に対応

「予防医療」という観点から見た家づくり

予防医療を支える住まいづくりを通じて、安心・安全な暮らしを提供

＝大きな差別化を図ることができる



在宅介護・在宅医療を見据えた
新標準とは？



ライフタイムホームズとは —高齢者の為だけではない、生涯を通した住まいの基準

健常者も、障がい者も、子供も、高齢者も、

全ての人・世代が暮らし続けられる設計

＝資産価値の高い家

在宅介護・在宅医療を見据えた設計

「高齢者向け」の設計ではなく、「全ての世代が使いやすい」設計を

イギリス政府の施策

Lifetime Homes



①浴室からトイレ、洗面所の
アクセスのしやすさ

②将来のための昇降機の準備

③将来のための寝室に行く
リフト台スペース確保

④窓台の高さ

⑤壁を取り除く配慮

⑥玄関と寝室のレベル

⑦玄関とリビングのレベル

⑧駐車場までの距離

⑨浴室から寝室への移動器具
ホイストのルート

⑩コンセントの高さ

⑪アクセスしやすいトイレ入り口

⑫車椅子利用者がアクセスし
やすい廊下とドア開口部幅員

⑬車いすが旋回できる1Ｆ
リビングの大きさ

⑭玄関屋根設置と明るさの確保

⑮駐車場スペース幅3300

⑯玄関アプローチのしやすさ

ライフタイムホームズ 16項目の基準



リビングの大きさ・廊下とドア開口部の幅

【車椅子が旋回できるスペースの確保】

• リビング・ダイニングルームは、最低でも直径1500ｍｍ、
又は1700×1400の楕円のスペースを設ける必要がある

• 壁はなるべく取り除く、「グレートルーム」の考え方を
取り入れることが重要

【車椅子利用者がアクセスしやすい幅】

• 車椅子の一般的な大きさ
W:600mm×D:950mm×H:900mm

• 尺モジュールではなく、メーターモジュール
最低でも1000mm～1200mmの幅を確保



コンセント等の設置高さ

スイッチ、コンセントは
使いやすい高さにする

（床面から450ｍｍ～1200ｍｍ）

1200mmは欧米人の基準であるため、
1000mm程度までが日本人には適正か



• トイレ内で車椅子が旋
回できるよう、余裕を
持った広さに設定

• 引き戸だと車椅子に乗
りながら開けるのは難
しいため、スライディ
ングドアが推奨される

• 手すりの位置も重要

アクセスしやすいトイレ

車椅子の一般的な大きさ

W:600mm×D:950mm×H:900mm



• 将来、車椅子を利用することを想定しトイレの出入り
口の幅を 若干広めに確保する

• 将来、手すりがつけられるような壁の仕様にしておく
• 出入口、室内の段差解消 等

トイレ・洗面の工夫①

要介護者が自身で、またはサポートを受けながら、トイレに行ける工夫と
して、介護居室になる居室の近くにトイレや洗面所を集約させる

介護居室 サポート必要度が低い時

身体機能の低下に併せて、福祉機器を追加

サポート必要度が高くなった時



収納として利用
（トイレと収納を隔てる壁に引き戸を入れておく）

トイレ・洗面の工夫②

歩行が困難になってもトイレに行けるようにするため、
介護居室からトイレに直接アクセスできる動線を事前に確保

サポート必要度が低い時

要介護になった際、ベッドをトイレに近い場所に置き、
引き戸を通ってベッドからトイレに直接アクセスでき
るようにする

サポート必要度が高くなった時



訪問サービスが入りやすい工夫



POINT

1. 超高齢化時代へ突入し、介護施設に入れず入院も難しくなる
＝在宅介護・医療の必要性は大きい

2. 多くの国民が自宅での療養を望んでいる
＝在宅介護・在宅医療のニーズは高い

3. 在宅介護・医療は、太陽光発電・蓄電池とセット

4.  全ての世代が使いやすい家がポイント



海外建築・施設視察のご案内

フィンランド

2026年7月9日～7月14日



「次世代の標準住宅」を
リアルに体感

・高断熱高気密は当たり前
・木造×環境配慮×景観設計
・コミュニティと一体化した街区設計
・水辺・緑地と共存する配置計画

日本でこれから推進される

「GX住宅」「資産価値」「街づくり」
が・・・

すでに完成形で並んでる



レンパーラ

タンペレ（フィンランド第２の都市）

ヘルシンキ

150km



フィンランド国内で毎年開催される住宅展示会（展示予定件数：30～40棟）。
最新の住宅性能、省エネ技術、暮らし方提案を実際の街区スケールで体感できる



タンペレ市の取り組み：2030年カーボンニュートラル目標
タンペレ市はフィンランド第2の都市として、国の目標より5年早い
2030年のカーボンニュートラル実現を目指しています。



フィンランドは2035年カーボンニュートラル
ヘルシンキは先行して「2030年にカーボンニュートラル」
・ヘルシンキ → 都市スケールの完成モデル
・タンペレ（レンパーラ） → 住宅地スケールの実験・実装モデル



OODIヘルシンキ中央図書館

市民のための“公共リビング”をコンセプトとした次世代図書館。
読書・学習・交流・創作が共存する開かれた空間。
公共施設の新しいあり方を象徴する建築。



ミルリマトカシニアセンター
～日本では見れない造り～

①個室を確保しながら、孤立さ
せない設計
・・・プライバシーと共用空間
のバランス。“施設感”を消した
住環境づくりが徹底されている

②介護の場ではなく暮らしの場
・・・家庭的な空間構成をユ
ニット単位で設計。生活の延長
線上にケアがあります

③地域に開かれた高齢者施設
・・・入居者だけの施設ではな
く、近隣住民も利用できる設計
思想。日本ではまだ少ない“地域
融合型”

ヘルシンキ郊外高齢者福祉施設



サガハウス・ムンキニエミ

病院型でも介護施設型でもない。都市の一等地に建つ、
ラグジュアリー志向のシニアレジデンス。

「3棟を回廊でつなぐ、ひとつの“街”のような構
成。」建物同士を内部で連結。移動しやすく冬でも快
適な動線設計

また、プール・サウナなどのウェルネス設備を常設。
“介護前”の生活の質を高める設計です。



アルヴァ・アールト
Alvar Aalto

フィンランドが生んだ20世紀を代表する世界的な建
築家、都市計画家、デザイナー。その活動は建築か
ら家具、ガラス食器などの日用品のデザイン、絵画
までと多岐にわたる。
スウェーデンのグンナール・アスプルンドと並んで、
北欧の近代建築家としてもっとも影響力があった1
人であり、モダニズムに対する人間的なアプローチ
で知られる。
ユーロ導入まで使用されていた50フィンランド・マ
ルッカ紙幣に肖像が描かれていた。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82%E8%A8%88%E7%94%BB%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%8A%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BA%E7%AF%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B6%E5%85%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9F%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%B5%E7%94%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%B3%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AB%E3%83%B3%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%80%E3%83%8B%E3%82%BA%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%83%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%83%AB%E3%83%83%E3%82%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%99%E5%B9%A3


パイミオのサナトリウム

アルヴァ・アアルト設計の結核療養施設（1933年完成）。
医療・建築・家具を一体で設計した、人間中心設計の原点とも言える建築。
自然光・色彩・音環境まで配慮された空間が特徴。



アアルト自邸

北欧・フィンランドが生んだ20世紀を代表する世界的な建築家・デザイナーである
アルヴァ・アアルトが家族と暮らした私邸兼仕事場。
住宅としての実用性と実験的デザインが融合した空間構成。
北欧住宅の原点的な考え方を体感できる。



アアルト アトリエ

アアルトの設計活動の拠点となった建築スタジオ。アアルトの自邸から徒歩15分程。
自然光を活かした空間設計と、創作を支えるシンプルな構成が特徴。
「働く場としての建築」の思想を学べる施設。



「フィンランド 海外建築・施設視察」
の詳細確認・お申込みは、下記URLのページ下部にある
資料をダウンロードの上、確認・お申込みください。

https://au-shimizu.co.jp/information/3598

詳細を直接聞いてみたいという方は、
右記連絡先までお気軽にご連絡ください。

清水英雄事務所株式会社
TEL：03-3810-1565
MAIL：shimizujimusho.tokyo@gmail.com
担当：山本 知史

https://au-shimizu.co.jp/information/3598
https://au-shimizu.co.jp/information/3598
https://au-shimizu.co.jp/information/3598
mailto:shimizujimusho.tokyo@gmail.com
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